
 

 

 

 

 

 

 

 

「肌で感じる」～令和 5年度修学旅行で感じたこと～ 
今年の 6 年生が、修学旅行で大切にしていたキーワー

ドのひとつです。松が丘小学校では、修学旅行の行先を広

島としています。小学校生活を共に過ごした仲間と 1泊 2

日かけがえのない最高の想い出を作ってくれることは大

きな願いのひとつです。ただそれだけではなく、もうひと

つ。それは、「ヒロシマ」を行先とし、その地で 12歳、

今この時、この仲間と一緒だからこそ感じることのでき

る「戦争のおろかさ」や「平和の尊さ」をまさにそれぞれ

が「肌で感じて」ほしいのです。 

私は教師生活を通じて昨年の 6年生との修学旅行を含め

「１５回」ヒロシマの地に立っていますがその都度、様々

なことを感じます。教師として初めて聞かせていただいた

被爆体験講話は今でも思い出すと涙が出ます。講師の方は

当時教師であり、目の前で一瞬にして教え子を失ったとい

うお話でした…。そして今年。自身としても 9年ぶりの講

話でした。 

もちろん、講師の方のお話は胸に刺さる内容でした。しかし、それ以上に感動したこと。 

それは、ヒロシマを「肌で感じ」ようとする 6年生のまなざし、ことば、ふるまいでした。 

最も圧巻された場面は、ホテルでのミーティング、そして帰りの

車中での振り返りでした。 

それぞれが自分の言葉で語ろうとするその姿勢、仲間を見守

るまなざし…ヒロシマを訪れた意味をこんなに強く感じたこと

はないと思うほどでした。 

松が丘小学校の代表として千羽鶴を原爆の子像へ捧げた 6 年

生でもあります。1 年生から 5年生までにも「肌で感じた 

」ヒロシマを彼らが考えた方法で伝えていってくれることで

しょう。それこそが、修学旅行でヒロシマを訪れる意味でもあり

ます。そしてわたし自身は三田空襲について発信を続けていま

す。子どもたちと一緒に平和について語り継ぐひとりとして今

できることに取り組んでいきたいと思います。 

※今回の学校だよりは市の業務改善対策の一環としてデモ機試験導入によりカラー印刷でお届けできています！ 

松が丘小学校 
学校だより 
令和５年 10月号  

学 校 教 育 目 標 

夢にむかって共に生きる児童の育成 

～学びあい たすけあい きたえあう子～

ア 

 

 
〈八景中校区のめざす子ども像〉“人も自分も”・“学校もふるさとも”大切にできる子 



【1１月の主な行事】  

１日（水）たんぽぽ 

２日（木）学年活動（2年） 

３日（金）文化の日 

６日（月）全校朝会 

８日（水）クラブ活動 わらべ 

９日（木）校外学習（１・２年） 

     PTA運営委員会 

１０日（金）連合音楽会                 

 

 

ＰＴＡパトロール☆ 

日 曜 学校行事 給食 日 曜 学校行事 給食 

１ 日   17 火 学校運営協議会 ○ 

２ 月 全校朝会 ○ 18 

 

水 3年環境体験学習（予備日） 

学びタイム 

 職員定時退勤日 

○ 

３ 火  ○ 19 木 歯科検診 ○ 

４ 水 たんぽぽ 職員定時退勤日 ○ 20 金  ○ 

５ 木  ○ 21 土   

６ 金 人権参観 学級懇談会 ○ 22 日   

７ 土   23 月  ○ 

８ 日   24 火  ○  

９ 月 スポーツの日   25 水 職員定時退勤日 ○ 

10 火 児童朝会 ○ 26

☆ 

木  ○ 

11 水 わらべ  職員定時退勤日 ○ 27 金 音楽会準備 ○ 

12 

☆ 

木 ふれあい研修会 
○ 

28 土 音楽会 
 

13 

 

金 3年環境体験学習 

（有馬富士公園） 
○ 

29 日  

 

 

14 土   30 月 振替休業日   

1５ 日   31  火  ○ 

16 月 安全点検の日 ○      

定時退勤日に関する三田市ホームページの情報   【教職員の勤務時間 ８：１５～１６：４５】 

 三田市ＨＰ https://www.city.sanda.lg.jp/kyouiku_soumu/kinmujikan.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１３日（月）児童朝会 

１５日（水）委員会活動 

１７日（金）学年活動（1年） 

１８日（土）～１９日（日）市児童生徒作品展 

  ２２日（水）就学時検診 

２３日（木）勤労感謝の日 

２４日（金）学年活動（３・６年） 

２９日（水）松小委員会 

                 

子どもたちの学習だけでなく、PTA 等会議で使うこと

も多い家庭科室椅子のカバー。座る人への配慮から

取り付けていただいていたのですが経年とともにゴ

ムが弱くなりはずれることがしばしば…。そのカバー

に今回たんぽぽクラブのみなさんがすべてひもをつ

け、外れないようになおしていただきました！ 

これでもう落ちない 

ありがとうございます！ 

https://www.city.sanda.lg.jp/kyouiku_soumu/kinmujikan.html

